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障害について理解を深めていただき、障害がある人の地域での生活を支援してくださる 

ボランティアを養成することを目的に、「障がい児者サポーター養成講座」を開催します。 

「移動に支援が必要だから通学に付き添ってるけど、親が体調崩したら付き添えないから学校

を休ませなきゃいけなくて…。付き添いの支援があれば、本人は通学できるのに…。」 

「障害について知らないから、となかなか関わってもらえなくて…。地域で孤立しがちで…。」 

など、障害がある人やそのご家族が抱える課題は様々あります。 

でも、周りの人の理解やちょっとした配慮によって、障害がある人の地域での生活がより豊か

になります。あなたもこの講座に参加して、誰もが住みやすい地域を目指して活動をしてみませ

んか??多くの方のご参加をお待ちしております！ 

 

★講座を修了した方に、気持ちを込めた修了証をお渡ししています 

（修了証は、講座を修了された方へ敬意を表して発行するもので、資格等の取得を意味するものではありません。） 

   

 

★ ★ 
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■講座詳細 

 

■実習先（予定）: 茅ケ崎養護学校／市内障害児施設／障害者対象ﾐﾆﾃﾞｲ･ｻﾛﾝ／障害児外出付添い（ﾍﾙﾊﾟｰと） 

＊上記実習先は、現時点での予定です。受け入れ先の都合等で変更になる場合がありますのでご了承ください。 

実習先の詳細は、受講が決まった方にお送りする「受講案内」にてお知らせします。 

＊実習は、ふれあいの中からたくさんの学びが得られる貴重な体験の場です。受講人数によってご希望に添えない 

場合もあるかもしれませんが、複数箇所での実習をお勧めします。 

■対  象：茅ヶ崎市在住、在勤、在学の方 

■定  員：３０名程度 

■申込方法：電話、ＦＡＸ、Ｅﾒｰﾙにて受付（先着順） 

 ＊お申込み、お問い合わせ先は表面「お申込み・お問い合わせ」をご覧ください。 

 日 時 内 容 場 所 

１ 

平成 29年 

6／29（木） 

10：00～12；00 

★オリエンテーション  

★講義『日ごろの生活を知ろう①～茅ケ崎養護学校のこどもたち～』 

養護学校での取り組み（授業の内容など）や、日ごろの障害児の様子などのお話から、 

関わりの中で必要な配慮点などを学びます。 

★体験学習『体験から学ぼう！～障害がある人や家族の気持ち～』 

保護者のお話や疑似体験を通して、発達障害や知的障害がある方の気持ちを理解し 

ます。 

茅ヶ崎市 

社会福祉協議会 

B会議室 

２ 
6／30（金） 

10：00～12；00 

★パネルディスカッション「日ごろの生活を知ろう②～J君の 1日～」 

障害があるお子さんの一日の生活の様子を追いながら、どのようなサービスを利用し

ているのか、希望する生活とその中で抱えている困り感はなにか、どの部分に支援が

欲しいと思っているかなど、生の声を聞きます。 

また、支援に関わる機関やボランティアからも、それぞれの立場からお話を聞きます。 

★実習オリエンテーション／実習先施設概要 

 実習する施設ごとにブースに分かれ、実習先の職員と実習内容の詳細を確認します。 

茅ヶ崎市 

社会福祉協議会 

B会議室 

３ 
７／3（月）～ 

9／7（木） 

★こどもたちとふれあおう！ 

期間中、市内障害児施設や養護学校などで体験実習を行い、障害児とふれあいます。 

実習先については、希望に合わせて選択していただきます。実習先の詳細は、受講決定時にお送りする「受講 

案内」にて、詳細をお知らせします。 

４ 
9／8（金） 

10：00～12；00 

★まとめ（グループワーク） 

「実習、どうだった？」「講座を受講して、どんなことを感じた？」など、それぞれの実習 

の振り返りや、講座を受講した感想を共有します。 

★修了証授与／今後の活動の紹介  

茅ヶ崎市 

社会福祉協議会 

B会議室 


